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iPad に着目した理由は、以下の 3 点がこのシステムに
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いる10曲の練習曲から、 1 番、 3 番、 5 番、 7 番の 4 曲
を演奏データとした。楽曲情報を表 1 と図 2 に示した。
表 1 楽譜情報






テンポを想定し、 1 番と 3 番はメトロノームの80
（MM80）、 5 番と 7 番はメトロノームの70（MM70）と
指定した。演奏の前に、2 小節分カウントを提示した。
リズムを演奏する指は、手のバランスが保てる右手中
指を指定した（B Ziegler，1978）。 1 曲につき、 1 回の
演奏練習を各自で本番の録音に入った。演奏録音は各曲










楽譜番号 拍子 小節数 音(休)符数 テンポ
1 4/4 2 8 MM80
3 3/4 2 9 MM80
5 4/4 2 16 MM70
























因が 1 音単位で分かることを重視したことから、 1 音を
評価の単位とした。また、 1 音に対する評価は、前音か
ら次の音が鳴るタイミングに対する評価とした。評価方
法は、ピアノ指導者 2 名で同時に 1 曲の演奏を 1 回聴






導者 1 名が「早」と評価し、他の 1 名が「遅」と全く正










































評価が多く見られた。このことは、指導者は 1 音 1 音の
的確な判定に加え、前後の曲の流れの中で心地よい範囲
の誤差であれば許容範囲に入れているためと考えられ


















5 番を演奏した評価を表 2 に示した。 5 番の音の総数は






























































演奏曲 1 番 3 番 5 番 7 番 平均 標準偏差
初学者
n＝5 93.3 62.2 65.0 38.3 64.7 22.5
経験者
n＝5 96.7 64.5 85.0 75.0 80.3 13.8













の一致率を図 9 に示した。練習曲 1 番と練習曲 7 番と比











































































あった。実験群には、各自 1 台ずつ iPad を貸与した。









実験期間は、2015年 4 月21日から 5 月26日までの約
1 ヵ月間とした。実験群には、各自 1 台ずつアプリケー
ションの搭載された iPad を貸与した。週 1 度の授業で
















が異なるが、原則的には、 5 は「非常に高い」とし、 1
は「非常に低い」とした。この 5 件法による評価段階 1


































































































































期 待 6.43 6.58
評価 5 4 3 2 1
使用度合 0 21.4 35.7 28.6 14.3
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An Automated Rhythm Evaluation System for Motivating
the Self-Learning of Piano
Yuko SUGIYAMA, Hiroaki USUDA, Satoshi TAMURA
Satoru HAYAMIZU, and Akiyoshi KATADA
Abustract：For piano beginners who study at the early childhood education course,it is difficult to evaluate their
performance by themselves alone,making self-study of piano much difficult. In this paper, we propose an
automated rhythm evaluation system as a part of our efforts to develop a study support system using an iPad.
This paper aims at two aspects. First, we studied automatic evaluation criteria of rhythm. We collected
performance data provided by students. As music performance is usually evaluated by instructors, we also
obtained corresponding evaluation data. By analyzing the performance data and the evaluation data、 we set
the criteria for our system. We achieved to obtain the concordance rate at 72. 5 %. Second, we verified
effectiveness of the rhythm evaluation system. We compared two groups with and without using the system in
their self-study. The difference between two groups was statistically significant in terms of concordance rates
for 10 pieces. From questionnaires by the subjects, we found positive effects in their comments. By the
questionnaire for the subjects, we found positive effect in their comments.
Keywords：Piano beginners, Self-Learning, Automated Rhythm, Evaluation System, Evaluation Criteria,
Evaluation of the Instructors
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